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台風 19号による被害が多発 した中、「八 ッ場ダ

ムが水をためたことで利根川を守 つた」「荒川や

多摩川は整備済みのスーパー堤防によ り決壊を防

いだ」な どと称賛する声が、インターネ ッ ト上で

広 ま つている。安倍晋三首相も16日 の国会で「財

政負担があ っても、後世の人たちを救うことにな

る」と、巨大治水事業の意義を強調 した。だが、

本当に八 ッ場ダムやスーパー堤防は、今回の洪水

被害を抑える上で役に立 つたのだろうか。検証 し

てみた。       (中 山岳、石井紀代美 )

「
八
ッ
場
ダ
ム
を
合
め
た
上

流
の
ダ
ム
群
、
渡
良
瀬
遊
水
地

で
洪
水
を
貯
留
し
た
こ
と
が
大

き
な
原
因
と
分
析
し
て
い
る
」

十

六

日
の
参

院

予
算

委

員

会
。
赤
羽

一
嘉
国
土
交
通
相
は
、

利
根
川
沿
い
で
大
き
な
被
害
が

な

か

っ
た
理
由

を

こ
う
述

べ

た
。
安
倍
晋
三
首
相
も
八

ッ
場

ダ
ム
に
触
れ

「財
政
的
な
負
担

は
何
世
代
に
も
わ
た
り
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

後
世
の
人
た
ち
の
命
を
救
う
こ

と
に
も
な
る
」
と
強
調
し
た
。

ツ
イ

ッ
タ
ー
で
は

「
（
八
ツ

場
ダ
ム
が
）
都
内
や
関
東
を
守

っ
て

く
れ

た
」

「
洪

水
、

氾

濫
、
守

っ
て
く
れ
た
の
は
、
荒

川
ス
ー
パ
ー
堤
防
」
と
い

っ
た

称
賛
が
相
次
い
だ
。
な
か
に
は

「
民
主
党
政
権
時
代
に
事
業
仕

分
け
と
や
ら
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン

ス
で
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
反
対
さ

れ
た
よ
ね
」
な
ど
旧
民
主
党
政

権
の
批
判
も
あ

っ
た
。

実
際
は
、
ど
う
だ

っ
た
か
。

国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
八

ッ

場
ダ

ム
エ

事
事

務
所

に
よ

る

と
ヽ
今
月

一
日
か
ら
試
験
的
に

貯
水
し
て
い
た
が
、
十

一
日
午

前
二
時
～
十
三
日
午
前
五
時
に

水
位
は
標
高
約
五

一
八
眉
か
ら

同
五
七
三
厨
ま
で
急
上
昇
。
十

五
日
午
後
六
時
ご
ろ
に
常
時
満

水
位
の
同
五
八
三
厨
、
貯
水
率

１
０
０
％
に
な

っ
た
。

ス
ー
パ
ー
堤
防
は
ど
う
か
。

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
に
よ
る

と
、
十
三
日
午
前
に
岩
淵
水
門

（東
京
都
北
区
）
で
氾
濫
危
険

水
位
に
あ
と
約
五
〇
き
ま
で
迫

っ
た
。
荒
川
下
流
部
は
江
戸
川

区
や
江
東
区
な
ど
に
整
備
中
も

含
め
て
総
延
長
七
キ

ロ余

の
ス
ー

パ
ー
堤
防
が
あ
る
が
、
決
壊
な

ど
の
被
害
は
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら

「
効
果

が
あ

っ
た
」
と
語
ら
れ
が
ち
だ

が
、
そ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
は

本
当
か
。

ま
ず
八
ッ
場
ダ
ム
。
市
民
団

体

「
水
源
開
発
問
題
全
国
連
絡

会

（
水
源
連
）
」
の
嶋
津
暉
之

共
同
代
表
は

「
ダ
ム
が
無
く
て

も
利
根
川
本
川
の
中
流
や
下
流

の
水
位
は
そ
れ
ほ
ど
上
昇
し
な

か

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

国
交
省
の

「
水
文
水
質
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
利
根

川
の
栗
橋
観
測
所

（埼
玉
県
）

の
最
高
水
位
は
十
三
日
午
前
三

時
す

ぎ

に
九

・
六
七

】
冽
を
記

録
。
だ
が
嶋
津
氏
に
よ
れ
ば
、

堤
防
整
備
の
際
に
川
の
水
が
流

れ
て
も
耐
え
ら
れ
る
目
安
に
す

る

「
計
画
高
水
位
」

（九

ｏ
九

房
）
よ
り
低
か

つ
た
。
　

、

今
回
の
台
風
１９
号
で
、
栗
橋

地
点
の
流
量
は
分
か

っ
て
い
な

い
が
、
鳴
津
氏
は
過
去
八
年
の

栗
橋
地

点

の
流
量

デ

ー

タ
か

ら
、
ピ
ー
ク
峙
は
毎
秒
約

一
万

一
千
七
百
立
方
肝
と
算
出

。
亘

交
省

の
資
料
を
基

に
さ
ら
に
分

析
し
水
位
を
割
り
出
し
た
と

こ

ろ
、
八

ッ
場
ダ

ム
が
な
か

っ
た

場
合
、
水
位
は
約
十
七
↓
上
昇

し

た
と
推
定
し
た
ｃ

「
仮

に
水
位
が
十
七
考
上
が

っ
て

も

計

画

高

水

位

よ

り

低

い
ｆ
実
際

の
堤
防

の
高
さ
は
、

計
画
高
水
位
よ
り
さ
ら
に
約

二

房
高
く
、
通
濫
し
た
と
は
考
え

ら
れ
な

い
」

一
方

、
嶋
津
氏
は
漫
根
川
中

流

の

河

床

の
掘

削

が

不

十

分

で
、
国
が
目
標
と
す
る
流
量
を

保

て
て
い
な
い
点
を
問
題
視
す

る
。

「
国

の
河
川
整
備
計

画
に

沿

っ
て
河
床
を
掘
設
し

て
い
れ

ば
、
ピ

ー
ク
時

の
水
位
を
七
十

考
ほ
ど
下
げ
ら
れ
た
と
計
算

で

き
る
。
限
定
的
な
八

ッ
場
ダ
ム

の

治

水

効

果

に
期

待

す

る

よ

り
、
計
画
通
り
河
川
を
整
備
す

る
こ
と
の
方
が
重
要
だ
」

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
国
が
丁
九

五
二
年
に
調
査
を
開
始
し
て
以

降
、
地
元
住
民
ら
の
反
対
で
長

く
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
．
三

〇
〇
九
年
に
建
設
費
用
が
巨
額

す
ぎ
る
な
ど
と
し
て
、
当
時
の

民
主
党
政
権
が
建
設
中
止
を
表

明
し
た
が
、　
一
一
年
に
撤
冒
。

自
公
政
権
下
で
一
五
生
二
月
に

着
工
し
て
い
た
ｃ
今
回
、
久
々

に
脚
光
を
浴
び
た
格
好
だ
。

本
当
に
役
立
っ
た
Ｓ
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水
源
連
事
務
局
の
西
島
和
弁

護
士
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
が
試
験

的
な
貯
水
を
し
て
い
た
た
め
、

豪
雨
前
の
貯
水
量
は
最
低
水
位

よ
り
低
か
っ
た
点
を
挙
げ

「本

格
的
に
運
用
さ
れ
れ
ば
た
め
ら

れ
る
水
量
は
よ
り
少
な
く
な

る
」
と
指
摘
。
本
格
運
用
後
に

今
回
の
よ
う
な
豪
雨
が
降
れ

ば
、
緊
急
放
流
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
っ
た
と
み
る
。

「ダ
ム
の

治
水
効
果
は
降
雨
の
場
所
、
雨

量
、
降
り
方
が
想
定
内
に
収
ま

ら
な
い
限
り
、
見
込
め
な
い
。

運
用
で
放
流
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

間
違
え
れ
ば
下
流
域
に
被
害
が

出
る
恐
れ
す
ら
あ
る
」と
話
す
。

一
方
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
。
今

回
の
台
風
で
は
多
摩
川
、
荒
川

下
流
域
で
堤
防
の
決
壊
は
免
れ

た
。
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

国
土
交
通
省
治
水
課
の
石
田

和
也
課
長
補
佐
は

「現
在
、
多

少
な
り
と
も
整
備
が
進
ん
で
い

る
場
所
で
は
、
越
水
な
ど
の
シ

ビ
ア
な
状
況
に
は
遭
遇
し
な
か

っ
た
。
現
時
点
で
効
果
は
分
か

ら
な
い
」
と
す
る
。

そ
も
そ
も
ス
ー
パ
ー
堤
防
は

純
粋
な
治
水
事
業
と
は
い
え
な

い
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て

都
市
部
の
開
発
工
事
で
出
た
大

量
の
残
土
の
行
き
場
が
な
く
な

り
、
処
理
す
る
場
所
が
足
り
な

く
な
る
中
で
発
案
さ
れ
た
。
堤

防
の
住
宅
地
側
を
こ
の
残
土
で

か
さ
上
げ
し
て
、
堤
防
と
一
体

化
し
て
厚
み
を
出
す
こ
と
で
、

そ
の
平
ら
な
広
い
堤
防
の
上
を

街
と
し
て
再
開
発
す
る
と
い
う

０
２
０
１
０
年
１０
月
、
多
摩
川
の
堤
防
（後
方
）
沿
い
で
、
ス
ー
パ
ー

堤
防
の
整
備
予
定
地
区
を
視
察
す
る
蓮
肪
行
政
刷
新
相
（
当
時
）
＝
東

京
都
大
田
区
下
丸
子
で
　
●
ス
ー
パ
ー
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
る
大

島
小
松
川
公
園
＝
東
京
都
江
東
区
で
、
本
社
ヘ
リ
「あ
さ
づ
る
」
か
ら

構
想
だ
。

バ
ブ
ル
経
済
だ
っ
た
一
九
八

七
年
に
事
業
が
始
ま
り
、
関
東

と
近
畿
の
六
河
川
で
計
八
百
七

十
三
キロを
整
備
す
る
計
画
だ
っ

た
。
総
工
費
十
二
兆
円
、
実
際

の
進
捗
率
を
当
て
は
め
る
と
完

成
は
二
千
三
百
年
後
と
い
う
と

て
つ
も
な
い
計
画
の
た
め
、
旧

民
主
党
政
権
は
三
〇
一
〇
年
の

事
業
仕
分
け
で

「ス
ー
パ
ー
無

駄
遣
い
だ
」
と
し
て

「廃
止
」

に
し
た
。
だ
が
、
自
民
党
に
政

権
交
代
後
の
す
三
年
、
江
戸

川
（
荒
川
、
多
摩
川
な
ど
の
五

河
川
計
百
二
十
キロに
規
模
を
縮

小
し
、
復
活
し
た
。　
　
・

「現
在
完
成
し
て
い
る
の
は

三
・
四
キロ
六
２
・
８
％
）
「
地

域
の
再
開
発
な
ど
の
計
画
に
合

わ
せ
て
整
備
す
る
た
め
、
事
業

費
も
完
成
時
期
の
め
ど
も
公
的

な
数
字
は
な
い
」
と
石
田
氏
。

国
交
省
の
利
根
川
・
江
戸
川
有

識
者
会
議
の
委
員
を
務
め
た
関

良
基
・
拓
殖
大
教
授

（環
境
政

策
）
は

「川
沿
い
の
住
民
の
立

ち
退
き
料
な
ど
が
か
さ
み
、
試

算
で
は
江
戸
川
の
二
十
二
キロで

約
一
兆
円
か
か
る
。
完
成
す
る

の
も
百
年
以
上
先
。
あ
ま
り
に

非
現
実
的
だ
」
と
批
判
す
る
。

そ
も
そ
も
、
ス
ー
パ
ー
堤
防

が
本
当
に
洪
水
に
強
い
の
か
に

も
疑
問
符
が
つ
く
。
元
国
立
土

木
研
究
所
次
長
の
石
崎
勝
義
氏

は

「ス
ト
パ
ー
堤
防
は
越
水
し

て
も
壊
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
ウ
ソ
。
結

局
、
ち
ょ
っ
と
し
た
草
や
本
が

生
え
て
い
る
所
か
ら
水
で
削
り
　
ヽ

取
ら
れ
、
ア
ス
フ
ア
ル
ト
が
破

壊

さ
れ

て
い
く
」

と
指

摘
す

る
ｃネ

ッ
ト
で
の
称
賛
と
は
裏
腹

に
、
八
ッ
場
ダ
ム
も
ス
ー
パ
ー

堤
防
も
、
ど
う
や
ら
洪
水
対
策

と
し
て
は
あ
ま
り
役
に
立

つ
と

は
言
え
そ
う
も
な
い
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

京
都
大
名
誉
教
授
の
今
本
博

健
氏

（
河
川
工
学
）
は
堤
防
の

て

っ
ぺ
ん
か
ら
鋼
の
矢
板
を
真

下
に
打
ち
込
ん
で
補
強
す
る
手

法
を
挙
げ
る
。

「
頑
丈
で
、
ま

ず
決
壊
し
な
い
。
短
期
間
で
簡

単
に
で
き
る
し
景
観
も
壊
さ
な

い
。
費
用
も
百
分
の

一
以
一ヽ

だ
」
と
勧
め
る
ｃ

一
方
、
前
出
の
石
崎
氏
は
土

木
研
究
所
な
ど
が
過

云
に
開
発

し
た
技
術
で
、
堤
防
を
遮
水
シ

ー
ト

で
覆

っ
て
浸
食
を

防

ぐ

「
ア
ー

マ
ー
レ
ビ
ー
」
と
い
う

工
法
を

「
安
価

，
つ
効
果
が
高

い
工
法
だ
」
と
導
入
を
提
唱
す

る
．
だ
が
、
国
交
省
は
後
ろ
責

き
だ
と
い
う
。

「
国
交
省
の
予

算
は
大
き
く
、　
す
社
会
保
障
費

に
回

せ
」

と

い
う
圧
力

は
言

い
。
で
も
、
堤
防
が
決
壊
す
れ

ば
、
そ
れ
を
は
ね
返
し
て
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ

国
交
省
の
役
人
は
今
回
の
よ
う

に
決
壊
す
る
の
は
都
合
が
い

●

と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
皮

肉

っ
た
上
で
、
こ
う
語
る
〓

「
い
つ
ま
で
も
実
効
性
の
な

い
ダ
ム
や
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
す

が

っ
て
い
て
は
、
今
後
も

っ
と

甚
大
な
被
害
を
巻
き
起
こ
す
。

今
す
ぐ
本
当
の
治
一水
対
策
事
業

に
転
換
す
べ
き
だ
」

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
襲

っ
て
く
る
あ
ま
り
に
も
巨
一八

な
台
風
や
天
雨
の
猛
威
を
前

に
し
て
、
人
々
の
間
に
は
、

ダ
ム
や
ス
ー
パ
ー
堤
防
な
ど

巨
大
な
治
水
事
業
に
よ
っ
て

防
い
で
ほ
し
い
と
い
う
、
願

望
め
い
た
思
い
も
あ
る
の
な

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
実
際

に
は
そ
ん
な
都
合
の
員
い
最

終
兵
器
な
ど
は
、
お
は
り
存

在
し
な
い
の
だ
。
　

（歩
）

２
０
１
０イ
ー０
，７
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